
＜ソフトエネルギーパス＞

　イギリスの物理学者エモリー・B・ロビンズにより、1976 年に提唱された概念。エネル
ギー需要の質と量を検討し、その最終用途での利用効率を高めるようなエネルギー供給体

系を追求することが柱となる。そのためには化石燃料資源を効率よく利用しつつ、太陽光・

熱、風力，水力などの再生可能な自然のエネルギーを、利用地点付近で需要の質と規模に

合わせて分散的に自然界から得ることが必要となる。その技術は環境に対して穏やかであ

り、コスト的にも引き合うと考えられる。さらに、誰にもその技術を理解でき実施できる

特性があり、自由で多様な社会を築くことに貢献できる。（牛山泉「エネルギー工学と産業

社会」(財)放送大学教育振興会 抜粋）

注：各種資料により(株)エックス都市研究所作成


